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「少年メッセージ2022」和歌山県大会

和歌山県立桐蔭中学校３年
園部　暢也

「
あ
た
た
か
な
輪
」

　

み
な
さ
ん
は
ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
と
い
う

言
葉
を
聞
い
た
こ
と
が
あ
る
だ
ろ
う
か
。

近
年
、
こ
の
ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
と
呼
ば
れ

る
人
が
増
加
し
、
大
き
な
問
題
と
な
っ
て

い
る
。

　

ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
と
は
、
「
家
事
や
家

族
の
世
話
、
介
護
、
感
情
面
の
サ
ポ
ー
ト

な
ど
を
行
っ
て
い
る
十
八
歳
未
満
の
子
ど

も
」
（
厚
生
労
働
省
）
と
定
義
さ
れ
て
い

る
。
ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
は
、
病
気
や
障
害

の
あ
る
家
族
の
介
護
な
ど
で
、
本
来
受
け

る
べ
き
教
育
を
受
け
ら
れ
な
か
っ
た
り
、

人
間
関
係
の
構
築
が
う
ま
く
で
き
な
か
っ

た
り
す
る
こ
と
が
多
い
。
ま
た
、
進
学
や

就
職
を
断
念
す
る
子
ど
も
も
多
く
、
将
来

を
大
き
く
左
右
さ
れ
て
し
ま
う
こ
と
も
あ

る
そ
う
だ
。

　

こ
う
聞
い
て
も
、
こ
の
問
題
を
身
近
に

感
じ
る
人
は
お
そ
ら
く
少
な
い
だ
ろ
う
。

し
か
し
、
昨
年
行
わ
れ
た
厚
生
労
働
省
の

調
査
に
よ
る
と
、
中
学
生
で
十
七
人
に
一

人
が
「
世
話
を
し
て
い
る
家
族
が
い
る
」

と
回
答
し
て
お
り
、
こ
れ
は
僕
の
通
う
桐

蔭
中
学
校
に
十
四
人
も
居
る
計
算
に
な
る
。

　

僕
も
、
三
年
前
母
が
く
も
膜
下
出
血
に

な
っ
て
か
ら
、
介
護
と
ま
で
は
い
か
な
い

が
、
母
の
手
助
け
を
す
る
機
会
が
多
く
な

っ
た
。
く
も
膜
下
出
血
に
な
っ
て
母
は
著　

し
く
記
憶
力
が
低
下
し
て
し
ま
っ
た
。
ま

た
、
一
時
期
は
右
半
身
が
不
随
状
態
に
な

り
、
立
ち
上
が
る
こ
と
は
お
ろ
か
、
手
助

け
な
し
で
は
歩
け
な
か
っ
た
。
だ
か
ら
、

母
が
助
け
を
必
要
と
す
る
時
、
僕
は
ど
ん

な
に
学
校
の
勉
強
や
塾
の
課
題
で
忙
し
く

て
も
、
手
助
け
を
し
な
け
れ
ば
い
け
な
か

っ
た
。
自
分
に
余
裕
が
な
い
時
や
、
悲
し

く
て
、
辛
い
時
で
も
母
に
助
け
を
呼
ば
れ

る
。
だ
か
ら
僕
は
、
つ
い
怒
っ
て
し
ま
っ

た
時
も
あ
っ
た
。
そ
ん
な
時
、
母
は
「
ご

め
ん
ね
、
も
う
呼
ば
な
い
よ
う
に
す
る

ね
。
」
と
言
っ
た
。
僕
は
、
母
に
そ
う
言

わ
せ
て
し
ま
っ
た
こ
と
が
と
て
も
悲
し
か

っ
た
。
ど
う
し
て
、
大
好
き
な
母
が
自
由

を
奪
わ
れ
な
け
れ
ば
い
け
な
い
の
か
。
ど

う
し
て
、
愛
情
一
杯
自
分
を
育
て
て
く
れ

た
母
を
助
け
る
と
い
う
当
た
り
前
の
こ
と

が
、
辛
く
思
え
て
し
ま
う
の
か
。
自
分
が

情
け
な
く
て
、
や
る
せ
な
い
気
持
ち
で
い

っ
ぱ
い
に
な
っ
た
。
こ
う
し
て
毎
日
を
繰

り
返
し
、
今
ま
で
友
達
と
遊
ん
で
い
た
放

課
後
も
母
を
助
け
る
た
め
に
早
め
に
帰
る

よ
う
に
な
り
、
友
達
付
き
合
い
は
自
然
と

減
っ
て
い
っ
た
。

　

今
は
母
も
リ
ハ
ビ
リ
を
し
て
歩
け
る
よ

う
に
な
っ
た
。
し
か
し
、
記
憶
力
は
ま
だ

戻
っ
て
お
ら
ず
、
同
じ
事
を
三
回
聞
か
れ

る
こ
と
も
少
な
く
な
い
。

　

た
だ
、
僕
の
場
合
は
、
母
の
症
状
が
比

較
的
軽
く
、
歩
行
の
助
け
な
ど
が
必
要
だ

っ
た
期
間
も
一
年
ほ
ど
と
短
か
っ
た
た
め
、

こ
う
し
て
学
校
に
通
い
な
が
ら
元
気
に
今

を
生
き
て
い
る
。
し
か
し
、
も
っ
と
深
刻

な
状
態
で
あ
れ
ば
、
か
な
り
の
長
期
間
家

族
の
ケ
ア
す
る
必
要
が
あ
り
、
そ
の
心
労

は
計
り
知
れ
な
い
。

　

で
は
、
ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
が
生
き
や
す

い
社
会
に
す
る
に
は
ど
う
す
れ
ば
よ
い
だ

ろ
う
か
。
沢
山
考
え
た
が
、
僕
は
、
悩
み

を
打
ち
明
け
ら
れ
る
こ
と
が
一
番
大
切
だ

と
思
う
。
た
だ
、
自
分
が
ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー

だ
と
気
づ
い
て
い
な
い
人
も
い
る
。
実
際
、

僕
も
そ
う
だ
っ
た
。
こ
の
作
文
を
先
生
に

提
出
し
た
と
き
、
自
分
が
ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ

ー
に
含
ま
れ
る
と
言
わ
れ
、
初
め
て
気
づ

い
た
の
だ
。
こ
れ
ま
で
は
、
「
も
っ
と
大

変
な
介
護
を
し
て
い
る
人
が
い
る
」
と
思

っ
て
、
自
分
は
そ
う
で
は
な
い
と
思
っ
て

い
た
。
だ
か
ら
、
知
ら
ず
知
ら
ず
に
、
辛

い
こ
と
や
悩
み
を
隠
し
て
い
た
。
ど
こ
か

で
「
家
族
だ
か
ら
当
た
り
前
」
と
思
っ
て

い
た
部
分
も
多
い
。

　

し
か
し
、
こ
う
し
て
周
り
に
悩
み
を
打

ち
明
け
づ
ら
い
の
が
問
題
を
深
刻
化
さ
せ

て
い
る
要
因
に
も
思
う
。
だ
か
ら
、
現
在

社
会
的
に
ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
に
焦
点
が
あ

て
ら
れ
た
こ
と
は
大
き
な
前
進
だ
。
ま
た
、

公
的
な
支
援
も
増
え
て
い
て
、
実
は
和
歌

山
県
に
も
相
談
窓
口
が
各
市
町
村
に
存
在

し
て
い
る
。
公
的
な
支
援
を
き
ち
ん
と
受

け
ら
れ
た
ら
、
負
担
も
減
る
だ
ろ
う
。

　

自
分
の
悩
み
を
打
ち
明
け
ら
れ
る
。
そ

の
た
め
に
は
、
人
間
の
、
あ
た
た
か
な
輪

を
広
げ
る
こ
と
が
必
要
だ
。
そ
れ
は
、
ヤ

ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
の
こ
と
を
知
っ
て
、
理
解

し
よ
う
と
す
る
こ
と
も
一
つ
だ
。
ま
た
、
身

近
な
友
だ
ち
の
些
細
な
変
化
に
気
付
け
た

り
、
心
の
Ｓ
Ｏ
Ｓ
に
寄
り
添
え
た
り
す
る

思
い
や
り
の
心
が
何
よ
り
大
切
で
あ
る
。

　

僕
は
、
沢
山
の
辛
さ
を
わ
か
ち
あ
え
る

人
間
で
在
り
た
い
。
そ
れ
は
、
周
り
を
思

い
や
る
こ
と
と
同
時
に
、
自
分
の
辛
さ
を

自
分
自
身
が
気
づ
け
る
よ
う
に
す
る
こ
と

で
も
あ
る
。
し
ん
ど
い
時
、
辛
い
時
に
、

周
り
に
「
助
け
て
」
と
い
え
る
よ
う
に
。

自
分
の
弱
さ
を
伝
え
ら
れ
る
強
さ
を
持
ち

た
い
。

　

こ
れ
は
、
ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
問
題
に
限

っ
た
こ
と
で
は
な
い
。
様
々
な
問
題
が
顕

在
化
し
た
今
、
全
て
の
人
が
抱
え
る
弱
さ

や
辛
さ
を
分
か
ち
合
え
る
社
会
に
し
た
い

と
、
強
く
思
う
。

　

さ
あ
、
あ
た
た
か
な
輪
を
広
げ
よ
う
。

僕
と
、
あ
な
た
か
ら
。

☆三賞等受賞者
金　賞

銀　賞

銅　賞

銅　賞

特別賞

銅　賞

銀　賞

あたたかな輪

挑戦する心

妹から貰ったもの

私と魔法のペーパー

特別賞

「アオハル」

忘れたいと思えること
の幸せ

ラッコが教えてくれた
事

故郷を守るために

和歌山県立桐蔭中学校3年

高野町立高野山中学校3年

みなべ町立高城中学校3年

紀の川市立貴志川中学校3年

有田川町立吉備中学校2年

串本町立潮岬中学校2年

湯浅町立湯浅中学校2年

組 合立大成中学校 3 年

園部　　暢也

楠谷　　日菜

白井　　咲希

西　　　悠斗

湯川　　真帆

塩路　　　駿

佐々木　杏奈

東山　　美月

☆入賞
思いを伝える

温かい言葉
家の中の仕事

「英語」が私に教えてくれたこと

相手を知るということ

助産師の存在

悔いのない人生を送るために

みんなの心の中に

「自分らしさ」を追求する社会へ

紀南地方の今とその先をつなぐ

日高川町立丹生中学校2年

海南市立東海南中学校2年

岩出市立岩出中学校1年

紀美野町立紀美野中学校3年

和歌山市立西浜中学校3年

白浜町立白浜中学校3年

初 芝 橋 本 中 学 校 2 年

御坊市立湯川中学校2年

上富田町立上富田中学校2年

太地町立太地中学校3年

松井　美咲

前田　陽向

南　　奈那

林　　　凛

芝原　みら希

梅本　若菜

川端　崇晴

今田　菜々子

菅沼　智子

表野　美侑

　中学生が日頃から感じていることや考えていることを発表することにより、同世代の青少年がお互いに理解し合い、大人が中学生
の正しい理解を深め、郷土の未来を担う若い世代の育成を図ることを目的とし開催しました。
　当日は、県内各地から応募のあった９,８３８作品の中から各地方予選を経て選ばれた１８名の中学生が発表し、結果は下記のとお
りとなりました。（日時：令和4年7月30日（土）　場所：日高川交流センター（日高川町））
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令和4年度　子供・若者育成支援県民大会
～育てよう！支えよう！見守ろう！和歌山の青少年～

　内閣府主唱の「子供・若者育成支援推進強調月間」(11月)に合わせて、
和歌山県の将来を担う子供・若者が夢と希望を持ち続け、心身ともに
健やかにたくましく成長していくように、県民みんなで考えようとい
う趣旨で開催しました。
　当日は、式典前演技として海南市立下津高等学校ダンス部の発表の
後、当協会の会長表彰や県知事感謝状の贈呈式を行い、アトラクション
には、少年メッセージ2022和歌山県大会で金賞を受賞した和歌山県立
桐蔭中学校3年 園部 暢也 さんにメッセージを発表していただきました。
　また、青少年の実践発表として、海南市立下津第一中学校と県立海南
高等学校美里分校に取組を発表していただきました。

開  催  日：令和4年10月16日（日）

土橋　　弘

源井　保美

中村　四郎

佐藤　孝博

倉方　弥生

青谷　まゆみ

橋爪　正男

向山　寿紀

宮本　誠也

乙井　利木

谷口　祐基子

清水　　実

楠本　勝彦

細尾　洋二郎

杉本　哲哉

山本　秋子

宇井　みゆき

山本　評章

(御坊市)

(有田市)

(有田市)

(有田市)

(美浜町)

(印南町)

(田辺市)

(田辺市)

(新宮市)

(新宮市) 岩本　颯太 (串本町）

南出　博之

奥野　修造

花村　尚子

宮本　要代

松村　保美

山中　茂季

山﨑　安子

野下　康雄

山本　良和

(岩出市)

(和歌山市)

(海南市)

(海南市)

(橋本市)

(有田市)

(有田市)

(湯浅町)

(湯浅町)

熊谷　重美 (日高川町)

田中　美知子

橋本　英之

小林　一夫

梅本　昌宏

清水　　文

(橋本市)

(御坊市)

(御坊市)

(白浜町)

(太地町)

松場　晃代 (白浜町)

佛　　爽菜

氏岡　　茜

井田　有美

大森　胡晴

櫨畑　颯友

前田　和可奈

松本　輝大

中西　橙子

池本　大也

(かつらぎ町)

(和歌山市)

(橋本市)

(橋本市)

(由良町)

(印南町)

(みなべ町)

(田辺市)

(那智勝浦町)

神前　真美 (大阪府)

(和歌山市)

(和歌山市)

(和歌山市)

(和歌山市)

(海南市)

(海南市)

(海南市)

(紀の川市)

平井　侑子 (紀の川市)

坂本　和基 (紀の川市)

福山　晴美 (岩出市)

感謝状及び表彰関係(敬称略・順不同)

知事感謝状 
善行青少年部門

開催場所：海南市民交流センター（海南市）

ボーイスカウト和歌山連盟　　　　　　　　　　　　　
伊都第1団 (高野町) 海南市リーダーズクラブCWP

県

民

大

会

で

は

各

種

表

彰

式

も

行

い

ま

し

た
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令和4年度　リレー式次世代健全育成事業

　青少年健全育成事業（循環システムに係る事業）に取り組んでいる各地域の活動を報告すること
により、情報発信を行い、地域の育成力を高めることを目的に開催しました。

【実施内容】

開  催  日：令和4年5月3日（祝・火）
開催場所：田辺市立ひがしコミュニティセンター
参加者数：１５名
参加団体：日高地方ジュニアリーダークラブレインボー
　　　　　西牟婁地方ジュニアリーダークラブドルフィン
　　　　　東牟婁地方ジュニアリーダークラブビースター

青少年育成協会　主要事業 (予定)

通
常
総
会
︵
和
歌
山
市
︶

国
内
研
修

地
域
ユ
ー
ス
・
ジ
ュ
ニ
ア
リ
ー
ダ
ー
養
成
キ
ャ
ン
プ

紀
州
っ
子
ア
ド
ベ
ン
チ
ャ
ー
フ
ェ
ス
タ
︵
和
歌
山
市
︶

地
域
ユ
ー
ス
・
ジ
ュ
ニ
ア
リ
ー
ダ
ー
養
成
キ
ャ
ン
プ

地
域
ユ
ー
ス
・
ジ
ュ
ニ
ア
リ
ー
ダ
ー
養
成
キ
ャ
ン
プ

子
供
・
若
者
育
成
支
援
県
民
大
会
︵
日
高
川
町
︶

和
歌
山
県
青
少
年
育
成
指
導
者
関
係
研
修
会
︵
白
浜
町
︶

少
年
メ
ッ
セ
ー
ジ
２
０
２
３
和
歌
山
県
大
会
︵
紀
美
野
町
︶

※
﹁
夏
の
子
供
を
守
る
運
動
﹂
期
間

5～9月　「家庭の日」絵画作品募集

地域の育成力を高めるための活動報告会

　ニュースポーツで体を動かした後、各団体が活動を発表すること
で、その後のグループワークで参加者が意見を出しやすい状況を作
った。参加者がグループワークで検討した事業を実現させるなどの
継続性を持って展開することが出来た。

【参加者の感想】
・他のジュニアリーダーの活動内容を知れて良かった。より楽しく、
主体的に取り組めるジュニアリーダーになりたい。考えるだけでな
く行動に移していきたい。
・たくさんの人と関わることが出来、様々な意見を持っている人と
出会い共有できた。自分から色んな人に話しかけて仲良くなれたし、
協力し合って問題を解決できた。自分から発言することが出来るよ
うになって、これからも頑張っていきたいと思った。
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令和4年度家庭の日啓発促進事業
今年も温もりや優しさがいっぱい感じられる作品が勢ぞろい！！

令和4年度家庭の日絵画コンクール入賞作品（三賞）

　和歌山県では毎月第３日曜日を「家庭の日」
と定めています。当協会では、啓発活動の
一環として「家庭の日」の絵画作品募集事業を
行い、子供から大人までを対象とし、家庭を
どのように見つめ、どうあってほしいと望ん
でいるかを表現している作品を募集しました。

楽しかったバーベキュー
御坊市立塩屋小学校4年

阪本　來空

お家のレンゲ畑今年も満開だよ！
紀の川市立安楽川小学校6年

坂中　希娃奈

パパのギターをきいているよ
和歌山市立楠見東小学校1年

山野　紺碧

　小学校に入学する直前のお子さんがいるご家庭にお配りしてい
るパンフレット。当協会では、おとうさん、おかあさんとこども
を応援するためにこのパンフレットを作成しています。
　パンフレットの作成にあたり和歌山大学、米澤好史教授や和歌
山信愛女子短期大学、小笠原眞弓教授、その他経験豊かな編集委
員の先生に御協力いただいて、今回で１７回目になりました。
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こころ
からだ

まなび

公益社団法人 和歌山県青少年育成協会

毎月第３日曜日は家庭の日

啓発パンフレットの作成・配布

パンフレットの声・感想

・こどもの気持ちや接し方について、改めて考えさせら
　れました。
・パンフレットを見ることで、改めて親子関係を見直せ
　るよい機会になりました。








